
極・極線と調和点列

　円の外部の点から接線をひき，その接点を，とする。また，線分上に点をとり，

直線と円との交点を，とする。このとき，，は線分を同じ比に内分および外分
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する。点，，，を調和点列というまた，
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が成り立つ。

証明

　線分を内分する点を，同じ比に外分する

点をとすると
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　①の分母を払うと

　　　　･  ･　……②

これを証明する。

　線分との交点を，線分の中点をとすると

　　　　，　

である。またであるから
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したがって　･  ･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証明終


